
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全
国
地
方
別
交
流
会 

 

6
月
17
日
・
18
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
全
商
連
の
全
国
地
方

別
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
近
畿
の
各
民
商
か
ら
476
名
が
参
加
し
、 

要
求
運
動
・
組
織
建
設
・
婦
人
部
活
動
・
青
年
部
活
動
な
ど
、
交
流

し
ま
し
た
。
吹
田
か
ら
は
工
藤
会
長
、
桑
島
副
会
長
、
岡
崎
副
会
長
、

吉
田
事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

工
藤
会
長 

 

全
商
連
第
３
回
地
方
別
活
動
交
流
会
に
、
17
日
18
日
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
に
向
け
て
、
長
い
間
、
目
標
達
成
が
で
き

て
い
な
い
商
工
新
聞
読
者
拡
大
を
15
名
必
ず
や
る
と
い
う
三
役
会

の
決
定
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
役
員
、
会
員
の
皆
様
、
本
当
に
ご

苦
労
様
で
し
た
。 

 

「
民
商
の
値
打
ち
を
確
信
に
旺
盛
な
要
求
運
動
を
す
る
」
こ
と
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
色
々
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
吹
田
民
商
の
今

総
会
で
の
方
針
に
あ
る
、
相
談
活
動
と
組
織
建

設
の
一
体
化
が
吹
田
の
運
動
の
活
動
の
土
台
に

な
る
よ
う
に
挑
戦
し
て
い
く
と
い
う
事
を
、
再

確
認
し
た
交
流
会
で
し
た
。
出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
班
会
を
意
識
し
て
、
開
催
す
る
努
力
を
い
た

し
ま
し
ょ
う
。 

 

桑
島
副
会
長 

安
倍
政
権
に
よ
る
、
憲
法
違
反
の
共
謀
罪
を
議
会
の
ル
ー
ル
を
破

っ
て
強
行
さ
れ
た
情
勢
の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桜
美
林
大
学

の
藤
田
先
生
は
、
安
倍
政
権
の
も
と
で
の
新
自
由
主
義
は
本
来
の
も

の
で
は
な
く
、
国
家
主
義
と
新
自
由
主
義
が
結
合
し
た
も
の
、
国
家

主
導
で
特
区
を
利
用
、
加
計
学
園
に
便
宜
を
図
る
な
ど
腐
敗
の
根
に

な
る
と
の
指
摘
は
今
の
情
勢
に
マ
ッ
チ
し
て
よ
か
っ
た
。 

分
散
会
で
は
、
会
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
、
京
商
連
の
拡
大
リ
レ
ー
や
双
六
、
納
税
条
件
な
ど
制
裁
行
政

で
は
な
く
可
能
性
を
生
か
す
地
域
循
環
型
の
運
動
を
強
め
る
こ
と

が
大
事
。
そ
の
他
、
事
務
局
員
と
役
員
の
信
頼
関
係
、
婦
人
部
が
運

動
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
な
ど
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
分
散
会
で
は
議

題
の
幅
が
広
す
ぎ
て
、
討
議
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で
し
た
。 

 

岡
崎
副
会
長 

2
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
地
方
別
活
動
交
流
会
・
大
阪
会
場
に
工
藤

会
長
、
桑
島
副
会
長
、
吉
田
事
務
局
長
と
と
も
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
1
日
目
の
全
体
会
、
2
日
目
の
分
散
会
（
8
分
散
会
に
参
加
）

を
通
じ
て
、
今
、
吹
田
民
商
が
進
め
て
い
る
「
相
談
活
動
と
組
織
建

設
の
一
体
化
」
に
確
信
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
交
流
会
の
「
報
告
と
問
題
提
起
」
の
中
で
、
読
者
や
会
員
を
大
き

く
増
や
し
て
い
る
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
た

の
が
沖
縄
県
連
の
取
り
組
み
で
、
春
の
運
動
で
は
「
会
員
主
人
公
の

自
主
申
告
運
動
が
権
利
主
張
の
力
」
と
い
う
構
え
を
作
り
、
対
象
業

者
数
の
8.5
倍
を
上
回
る
チ
ラ
シ
や
大
量
の
立
て
看
板
を
設
置
す
る

な
ど
大
量
宣
伝
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
沖
縄
・
北
那
覇

民
商
で
は
、
オ
ー
ル
沖
縄
の
戦
い
と
結
び
、
4
年
半
の
間
に
会
員
を

1.5
倍
に
増
や
し
毎
月
2
か
所
で
相
談
会
を
開
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
各
地
域
で
の
活
発
な
報
告
や
発
言
を
聞
き
、
民
商
方
針
に

自
信
を
も
っ
て
会
内
外
に
知
ら
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
決
意
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
最
後
に
地
方
別
交
流
会
に
向
け
て
の
読
者
拡
大

で
は
、
多
く
の
役
員
、
会
員
の
総
力
で
目
標
達
成
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

伝
言
板 

「
安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
！
」
吹
田
市
民
の
会
（
仮
称
） 

結
成
と
学
習
の
つ
ど
い 

6
月
26
日
（
月
）
夜
6
時
30
分
開
場
・
7
時
開
会 

千
里
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

幕
引
き
を
許
す
な
！
森
友
・
加
計
学
園
問
題
を
徹
底
追
及
！ 

お
話
・
木
村
真
さ
ん
（
豊
中
市
会
議
員
・
森
友
学
園
問
題
を
告
発
） 

 

住
民
税
・
国
税
分
納
相
談
会 

6
月
27
日
（
火
）
昼
2
時 

吹
田
市
役
所
ロ
ビ
ー
集
合 

国
保
料
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

な
ん
で
も
相
談
会 

7
月
3
日
（
月
）
夜
7
時
か
ら
9
時 

豊
一
地
区
公
民
館 

会
員
の
皆
さ
ん
も
相
談
で
き
ま
す
。
ま
た
、
お
知
り
合
い
の
方
で
ご

相
談
の
あ
る
方
を
一
緒
に
お
連
れ
下
さ
い
。 

 

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
相
談
会 

7
月
4
日
（
火
）
昼
1
時 

受
付
開
始
12
時
50
分 

抽
選
開
始
12
時
55
分 

相
談
順
は
班
会
・
支
部
集
会
の
参
加
者
優
先
の
抽
選
方
式
で
す
。 

受
付
開
始
よ
り
15
分
以
上
前
に
来
場
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

保
険
料
を
分
納
中
の
方
の
相
談
は
8
月
9
日
に
な
り
ま
す
。 

 

「
倉
敷
民
商
3
人
の
無
罪
を
勝
ち
取
る
大
阪
の
会
」
第
3
回
総
会 

7
月
6
日
（
木
）
夜
7
時 

大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー 

《
特
別
講
演
》
「
禰
屋
判
決
の
不
当
性
と 

安
倍･

弾
圧
政
権
と
の
た

た
か
い
」 

鶴
見 

祐
策 

弁
護
士  

裁
判
の
当
事
者
３
人
も
来
ら
れ
ま
す
。
成
功
さ
せ
激
励
し
ま
し
ょ
う
。 

 

記
帳
講
習
会
・
弥
生
会
計
講
習
会 

7
月
7
日
（
金
）・
21
日
（
金
）・
28
日
（
金
）
昼
2
時 

7
日
は
記
帳
の
基
礎
の
講
習
を
行
い
ま
す
。
弥
生
会
計
以
外
の
方
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
21
日
、
28
日
は
、
請
求
書
・
領
収
書
・
銀
行

通
帳
な
ど
か
ら
記
帳
を
行
い
ま
す
の
で
、
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

映
画
「
日
本
と
再
生
」
上
映
会
＆
野
党
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン 

7
月
8
日
（
土
）
夜
6
時
30
分 

千
里
市
民
セ
ン
タ
ー
2
Ｆ
大
ホ
ー
ル
（
南
千
里
） 

原
発
問
題
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
―
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
・
自
由
党
・
社
民
党
・
新
社
会
党
・
緑
の
党
・
司
会
が

民
進
党
・
乃
木
さ
ん 

 

 

国
民
健
康
保
険 

大
阪
府
統
一
化
反
対
の
署
名
を 

広
め
ま
し
ょ
う
！ 

来
年
度
か
ら
国
保
が
都
道
府
県
単
位
化
に
移
行
す
る
に
あ
た
り
、

大
阪
府
は
保
険
料
率
や
減
免
基
準
の
「
府
内
統
一
化
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
統
一
化
に
な
れ
ば
、「
①
保
険
料
が
大
幅
に
値
上
げ
ら
れ

る
。
②
減
免
制
度
も
縮
小
さ
れ
る
。
③
財
産
調
査
や
差
し
押
さ
え
な

ど
徴
収
が
強
化
さ
れ
る
。」
こ
と
に
な
り
ま
す
． 

班
会
や
支
部
集
会
に
参
加
し
て
皆
さ
ん
で
話
し
合
い
、
署
名
を
大

き
く
広
め
ま
し
ょ
う
。 


